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白鷹町の個人情報保護制度②

ごみの出し方が一部変わります④

しらたか最上川夢の桜街道

第一号植栽を行います⑥

国民年金からのお知らせ⑧

白鷹町鮎貝土地区画整理事業

「新しいまちの愛称」募集⑩

釜の越桜チャリティ河口恭吾「桜」ライブ⑫

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町企画課

白鷹スキー場祭り
２月22日、スキー場祭りが開かれました。今年は天候にも恵まれ、多くの家族連れなどでにぎわいました。子どもたちのみか
ん拾いやお楽しみ抽選会などが催され、子どもから大人まで楽しく盛り上がりました。また、昼にはもちつきも行われ、つき
たてのもちが来場者に振るまわれました。



●2

白
鷹
町
�
個
人
情
報
保
護
制
度

あ
な
た
の
大
切
な
個
人
情
報
を
守
り
ま
す

��

個
人
情
報
保
護
制
度
�
�

　

昨
今
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
高
度
情
報
通
信
社
会
の

進
展
に
対
応
し
た
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
の
確
保
を
図
る
た
め
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、

個
人
情
報
の
開
示
及
び
訂
正
等
の

権
利
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。

　

町
で
は
、
個
人
情
報
の
保
護
制

度
を
確
立
す
る
た
め
、
町
で
保
有

す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

の
ル
ー
ル
を
定
め
た
白
鷹
町
個
人

情
報
保
護
条
例
を
昨
年
12
月
10
日

に
制
定
し
、
平
成
16
年
４
月
１
日

か
ら
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例

�

�
目
的
�

第
�
条�

�
�
条
例
�
�
個
人
情

�

報
�
保
護
及
�
適
正
�
取
扱
�

�

�
�
�
�
�
基
本
的
事
項
�
定

�

�
�
�
�
�
�
�
実
施
機
関
�

�

保
有
�
�
個
人
情
報
�
対
�
�

�

開
示
及
�
訂
正
等
�
請
求
�
権

�

利
�
保
障
�
�
�
�
�
�
�
�

�

個
人
�
権
利
利
益
�
保
護
�
�

�

�
�
�
目
的
�
�
�
�

こ
の
制
度
を
実
施
す
る
町
の
機
関

�

町
長
�
教
育
委
員
会
�
選
挙
管

�

理
委
員
会
�
監
査
委
員
�
農
業

�

委
員
会
�
固
定
資
産
評
価
審
査

�

委
員
会
�
議
会

�　

保
護
�
対
象
�
�
�
個

�
�

人
情
報
�
�

　

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、

特
定
の
個
人
が
識
別
で
き
る
も
の

を
い
い
ま
す
。

　

個
人
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
、
家
族
構
成
、

納
税
額
、
検
診
の
結
果
な
ど
、
誰

の
情
報
か
分
か
っ
て
し
ま
う
す
べ

て
の
個
人
に
関
す
る
情
報
が
該
当

し
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
フ
ロ
ッ
ピ

ー
デ
ィ
ス
ク
等
に
記
録
さ
れ
て
い

る
個
人
情
報
や
文
書
に
記
録
さ
れ

て
い
る
個
人
情
報
な
ど
す
べ
て
対

象
に
な
り
ま
す
。

�　

町
�
取
扱
�
個
人
情
報

�
�

�
保
護
対
策

　

町
で
は
町
が
保
有
す
る
皆
さ
ん

の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
に
個
人
情
報
を
適
正
に

取
扱
い
ま
す
。

１　

個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録

及
び
閲
覧

　

町
で
は
ど
の
よ
う
な
個
人
情
報

を
保
有
し
、
ど
の
よ
う
に
利
用
し

て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
個
人

情
報
を
取
扱
う
事
務
を
あ
ら
か
じ

め
「
個
人
情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
」

に
登
録
し
、
町
の
個
人
情
報
窓
口

で
町
民
の
か
た
が
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

◆
登
録
簿
の
主
な
登
録
内
容
◆

●
個
人
情
報
を
取
扱
う
事
務
の
名

　

称
・
目
的

●
個
人
情
報
を
取
扱
う
対
象
者
の

　

範
囲

●
個
人
情
報
の
記
録
項
目

●
個
人
情
報
の
収
集
先

●
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
の

　

状
況

２　

個
人
情
報
の
収
集
の
制
限

⑴
町
が
個
人
情
報
を
収
集
す
る
と

　

き
は
、

・
個
人
情
報
を
取
扱
う
事
務
の
目

　

的
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
し
、

・
事
務
に
必
要
な
範
囲
内
で
、

・
適
法
か
つ
適
正
な
方
法
で
、

・
原
則
と
し
て
本
人
か
ら
収
集
し

　

ま
す
。

⑵
思
想
・
信
条
・
宗
教
に
関
す
る
個

　

人
情
報
や
社
会
的
差
別
の
原
因

　

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
個
人
情

　

報
は
、原
則
と
し
て
収
集
し
ま
せ
ん
。

３　

個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供

の
制
限

⑴
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
は
、

　

法
律
や
条
例
に
定
め
が
あ
る
場

　

合
を
除
き
、
本
来
の
目
的
以
外

　

の
た
め
に
利
用
し
た
り
、
外
部

　

に
提
供
し
た
り
し
ま
せ
ん
。

⑵
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
オ
ン
ラ
イ

　

ン
を
利
用
し
た
個
人
情
報
の
外

　

部
へ
の
提
供
は
、
法
令
等
に
定

　

め
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は
公
益

　

上
の
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
保

　

護
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場

　

合
を
除
き
、
行
い
ま
せ
ん
。

４　

個
人
情
報
の
適
正
管
理

⑴
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
が
漏

　

え
い
し
た
り
、
滅
失
し
た
り
す

　

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
適
正
に

　

管
理
し
ま
す
。

⑵
個
人
情
報
は
、
正
確
か
つ
最
新

　

な
も
の
に
保
つ
よ
う
努
め
ま
す
。

⑶
不
要
に
な
っ
た
個
人
情
報
は
、

　

速
や
か
に
、
か
つ
、
確
実
な
方

　

法
に
よ
り
廃
棄
し
ま
す
。

５　

委
託
に
伴
う
措
置

　

町
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
務
を

町
の
機
関
以
外
の
も
の
に
委
託
す

る
と
き
は
、
個
人
情
報
の
保
護
の

た
め
に
、
そ
の
受
託
者
の
と
る
べ

き
措
置
を
明
ら
か
に
し
、
契
約
書

等
に
明
示
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

�　

個
人
情
報
�
開
示
�訂
正
�

�
�

削
除
�利
用
�
提
供
�
中
止

�
�

�
請
求
�
�
権
利

１　

開
示
請
求

　

ど
な
た
で
も
町
が
保
有
し
て
い

白鷹町個人情報保護条例
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る
公
文
書
（
文
書
の
ほ
か
フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
や
磁
気
テ
ー
プ
等

も
含
ま
れ
ま
す
。）
に
記
録
さ
れ

て
い
る
自
分
の
個
人
情
報
の
開
示

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
示
請
求
の
手
続

�
開
示
請
求
書
�
提
出

　

開
示
請
求
を
す
る
と
き
は
、「
個

　

人
情
報
開
示
請
求
書
」
に
氏
名
、

　

住
所
、
開
示
を
求
め
る
個
人
情

　

報
の
内
容
な
ど
を
記
載
し
て
、

　

個
人
情
報
窓
口
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

こ
の
と
き
、
本
人
で
あ
る
こ
と

　

を
証
明
す
る
た
め
、
運
転
免
許

　

証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、

　

パ
ス
ポ
ー
ト
等
を
提
示
し
て
く

　

だ
さ
い
。

�
開
示
�
不
開
示
�
決
定

　

町
は
、
請
求
が
あ
っ
た
個
人
情

　

報
を
開
示
す
る
か
ど
う
か
の
決

　

定
を
原
則
と
し
て
14
日
以
内
に

　

「
決
定
通
知
書
」
で
請
求
者
の

　

か
た
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
不
開
示
情
報

　

自
分
の
個
人
情
報
で
も
、
条
例

に
定
め
る
次
の
よ
う
な
場
合
な
ど

開
示
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
開
示
し

　

て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

　

い
る
場
合

・
請
求
者
以
外
の
個
人
や
企
業
等

　

に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て

　

お
り
、
開
示
す
る
と
そ
の
個
人

　

や
企
業
等
に
不
利
益
を
及
ぼ
す

　

場
合

・
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正

　

な
行
政
事
務
の
執
行
に
支
障
が

　

生
じ
る
場
合

�
開
示
�
実
施

　

個
人
情
報
の
開
示
は
、「
決
定
通

　

知
書
」
記
載
さ
れ
た
、
日
時
、

　

場
所
で
行
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ

　

め
希
望
さ
れ
た
方
法
で
個
人
情

　

報
の
開
示
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

●
開
示
の
方
法

・
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書

　

の
閲
覧
ま
た
は
そ
の
写
し
の
交

　

付
・
録
音
テ
ー
プ
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

　

等
の
場
合
は
、
再
生
に
よ
る
視

　

聴
・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
や
磁
気

　

テ
ー
プ
な
ど
の
場
合
は
、
出
力

　

し
た
印
刷
物
の
閲
覧
ま
た
は
そ

　

の
写
し
の
交
付

●
手
数
料

　

閲
覧
は
無
料
で
で
き
ま
す
が
、

文
書
の
写
し
が
必
要
な
と
き
は
、

有
料
と
な
り
ま
す
。（
Ａ
４
版
１
枚

10
円
）

２　

訂
正
請
求

　

開
示
を
受
け
た
自
分
の
個
人
情

報
に
事
実
の
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
訂
正
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

訂
正
請
求
の
手
続
は
、
開
示
請

求
の
場
合
と
同
様
で
す
が
、
事
実

に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

３　

削
除
請
求

　

開
示
を
受
け
た
自
分
の
個
人
情

報
が
条
例
に
定
め
る
「
収
集
の
制

限
」
に
違
反
し
て
収
集
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
削
除
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

削
除
請
求
の
手
続
は
、
開
示
請

求
の
場
合
と
同
様
で
す
。

４　

利
用
・
提
供
の
中
止
請
求

　

開
示
を
受
け
た
自
分
の
個
人
情

報
が
条
例
に
定
め
る
「
利
用
及
び

提
供
の
制
限
」
に
違
反
し
て
利
用

・
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
中
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

利
用
・
提
供
の
中
止
請
求
の
手

続
は
、
開
示
請
求
の
場
合
と
同
様

で
す
。

５　

不
開
示
決
定
等
に
不
服
が
あ

る
と
き

　

町
が
行
っ
た
不
開
示
決
定
な
ど

に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、

行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
町
に
対
し
て
、
不
服
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、

町
は
白
鷹
町
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
（
第
三
者
機
関
）

に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
尊
重
し

て
、
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定

を
行
い
ま
す
。

�　

個
人
情
報
�
取
扱
�
�

�
�

是
正
�
申
出
等

１　

是
正
の
申
出

　

自
分
の
個
人
情
報
が
条
例
に
定

め
る「
収
集
の
制
限
」、「
利
用
・
提

供
の
制
限
」、「
適
正
管
理
」等
に
違

反
し
て
不
適
正
に
取
扱
わ
れ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
取
扱
い
の
是
正

を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

是
正
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

町
は
必
要
な
調
査
を
行
い
、
そ
の

処
理
結
果
を
申
出
者
の
か
た
に
文

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２　

苦
情
の
申
出

　

自
分
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

限
ら
ず
、
制
度
の
運
用
そ
の
他
町

が
行
う
個
人
情
報
の
取
扱
い
全
般

に
つ
い
て
苦
情
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

苦
情
が
あ
っ
た
と
き
は
、
町
は

適
切
か
つ
速
や
か
な
解
決
に
努
め

ま
す
。

�　

罰
則

　

町
で
は
、
個
人
情
報
の
漏
え
い

な
ど
、万
が
一
の
事
態
に
備
え
、次

の
よ
う
に
厳
し
い
罰
則
規
定
を
設

け
て
い
ま
す
。

第
29
条�

実
施
機
関
�
職
員
若
�

�

�
�
職
員
�
�
�
�
者
又
�
第

�

10
条
第
�
項
�
受
託
事
務
�
従

�

事
�
�
�
�
者
若
�
�
�
従
事

�

�
�
�
�
者
�
�
�
�
事
務
�

�

関
�
�
知
�
得
�
個
人
情
報
�
�

�

自
己
若
�
�
�
第
三
者
�
不
正

�

�
利
益
�
図
�
目
的
�
提
供
�
�

�

又
�
盗
用
�
�
�
�
�
�
�
年

�

以
下
�
懲
役
又
�
50
万
円
以
下

�

�
罰
金
�
処
�
�
�

��

他
�
制
度
�
�
調
整

　

既
に
他
の
法
令
（
例
：
住
民
基

本
台
帳
法
）
な
ど
に
個
人
情
報
の

閲
覧
等
の
手
続
き
の
定
め
が
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お

り
の
手
続
き
で
扱
わ
れ
ま
す
。

　

個
人
情
報
窓
口
（
役
場
２
階
総

務
課
）
で
は
、
個
人
情
報
取
扱
事

務
登
録
簿
の
閲
覧
、
個
人
情
報
の

開
示
請
求
や
是
正
の
申
出
の
受
付
、

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦

情
相
談
の
受
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
庶
務
係
☎
85

－

６
１
２
０



古紙は紙ひもで結んで！

有害ごみが週２回に！

布類は透明な袋に入れて！
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平
成
16
年
�
月
�
日
�
�

�
�
�
出
�
方
�
一
部
変
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
良
�
�
�
�
�
�
�
進
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
協
力
�
�
願
�
�
�
�
�

　

４
月
か
ら
古
紙
類
を
梱
包
す
る
と
き
は
、

種
類
ご
と
に
紙
ひ
も
�
で
き
る
だ
け
白
い

紙
ひ
も
�
で
結
ん
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

袋
�
紙
袋
な
ど
�
に
入
�
て
い
る
も
の
は

中
身
が
見
え
な
い
た
め
取
り
置
き
に
な
り

ま
す
。

　

特
に
新
聞
・
広
告
に
つ
い
て
は
、
袋
の

中
に
そ
れ
以
外
の
資
源
に
な
ら
な
い
も
の

が
数
多
く
入
っ
て
い
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
紙
ひ
も

も
一
緒
に
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
布
類
を
出
す
と
き
は
、
無
色

透
明
な
袋
�
大
き
さ
は
自
由
�
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
布
類
が
濡
れ
て
し
ま

う
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
た
め
、
ひ
も

で
結
ぶ
出
し
方
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

空
き
缶
と
同
じ
よ
う
に
指
定
袋
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
現
在
お
持
ち
の
無
色
透
明

な
袋
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
布
類
と
し
て
出
せ
る
も
の
は
衣

類
・
布
・
タ
オ
ル
な
ど
で
、
化
繊
で
あ
っ

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
汚
れ
の
あ
る
も
の
、

わ
た
の
入
っ
て
い
る
も
の
、
ビ
ニ
ー
ル
・

羽
毛
・
皮
製
品

な
ど
は
可
燃
ご

み
と
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
水
銀
・
有
害
ご
み
は
、
不
燃
ご

み
の
日
と
あ
わ
せ
月
１
回
の
み
の
収
集
と

い
う
こ
と
で
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
の
収
集

は
可
燃
ご
み
の
収
集
日
と
し
、
週
２
回
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
蛍
光
管
に
つ
い
て
は
収
集
車

に
置
く
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

一
度
に
多
量
の
本
数
を
出
さ

れ
る
と
回
収
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
１
回
分
は
２
�
３
本

程
度
に
ま
と
め
�
し
ば
�
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
多
く
出

さ
れ
ま
す
と
取
り
置
き
に
な

り
ま
す
。
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パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て

　

平
成
15
年
10
月
か
ら
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
の
リ
サ
イ

ク
ル
回
収
が
始
ま
り
ま
し
た
（
詳
し
く
は
、
昨
年
の

９
月
22
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
そ
れ
に
伴
い
４

月
か
ら
は
町
で
回
収
で
き
な
く
な
り
ま
す
�
お
持
ち

の
パ
ソ
コ
ン
メ
�
カ
�
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
不
燃
ご
み
な
ど
に

出
さ
れ
た
場
合
は
取
り
置

き
に
な
り
ま
す
。

石
油
ス
ト
�
ブ
な
ど
に
つ
い
て

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
（
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
含
む
）
の

残
油
に
よ
っ
て
収
集
車
の
火
災
が
起
き
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
不
燃
ご
み
に
は
出
せ
ま
せ
ん
�（
平
成

15
年
６
月
、
町
内
で
火
災
発
生
）
残
油
は
処
分
し
て
、

コ
ー
ド
を
切
断
し
粗
大
ご
み
回
収
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
直
接
長
井
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

搬
入
も
で
き
ま
す
。

生
ご
み
に
つ
い
て

　

可
燃
ご
み
袋
に
、
生
ご
み
だ
け
を
入
れ
る
と
相
当

な
重
さ
と
な
り
、
ご
み
を
収
集
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
か
た
が
た
が
た
い
へ
ん
苦
労
し
て
い
ま
す
。
集
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
か
た
の
こ
と
も
考
え
て
、
生
ご

み
の
み
は
極
力
避
け
、
ほ
か
の
可
燃
ご
み
と
一
緒
に

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

冷
凍
庫
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
４
月
か
ら
冷
凍
庫
も
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
、
洗
濯
機
）
に
加
わ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
町

で
回
収
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
の
４
品

目
同
様
リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

資
源
袋
の
出
し
方

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
出
す
場
合

は
、
袋
と
袋
の
端
を
し
ば
�
て
か
ら
地
区
名
・
氏
名

を
書
い
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

破
袋
機
の
故
障
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
ひ

も
で
し
ば
�
た
り
�
ガ
ム
テ
�
プ
で
貼
�
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
レ
ジ
袋
な
ど
別
の
袋
に
入
れ
た
ま
ま
指
定

袋
に
入
れ
た
も
の
（
二
重
袋
）
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

危
険
な
も
の
・
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
出
さ
れ
た
場
合
は
取
り
置

き
に
な
り
ま
す
。

※今月中に各ご家庭に配布いたしますごみの日

　カレンダーにも取扱方法を記載していますの
　でご覧ください。
※ごみが非常に増えてきています。「資源」にで
　きるものは、できるかぎり「資源回収」に出
　しましょう。

問い合わせ　
　町民課 くらし・環境推進係

　　　　　　　　 ☎85－6131
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�
�
�
�
最
上
川
夢
�
桜
街
道

第
一
号
植
栽
�
行
�
�
�
�

�
�
�
�
最
上
川
夢
�
桜
街

道
�
実
現
�
向
�
�

　

し
ら
た
か
最
上
川
夢
の
桜
街
道

の
実
現
を
検
討
す
る
中
で
、
次
の

よ
う
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
に
は
、
河
川
法
の
規
制
に

よ
り
堤
体
へ
の
植
栽
は
難
し
い

（
財
源
、
土
地
な
ど
）
こ
と
。
二

つ
に
は
、
白
鷹
の
最
上
川
沿
い
は

個
人
所
有
の
優
良
な
農
地
な
ど
が

広
が
っ
て
い
て
、
土
地
所
有
者
の

か
た
が
た
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
な

け
れ
ば
実
現
は
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

一
つ
目
に
つ
い
て
は
、
河
川
法

の
規
制
が
か
か
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト

を
探
し
植
栽
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
が
、
問
題
は
二
つ
目
の
課

題
で
す
。

　

最
上
川
「
夢
」
の
桜
街
道
で
す

か
ら
、
も
ち
ろ
ん
現
実
離
れ
し
た

課
題
が
多
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、

何
も
し
な
い
で
は
「
夢
」
の
実
現

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
実
現
可
能
な
土
地
に
白
鷹

の
「
モ
デ
ル
」
と
し
て
の
植
樹
を

行
い
、
そ
の
後
町
民
運
動
的
に
事

業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
で
現
在

所
有
し
て
い
る
土
地
で
あ
れ
ば
、

植
栽
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

最
上
川
沿
い
に
は
数
少
な
い
町
所

有
地
で
あ
る
「
白
鷹
浄
化
管
理
セ

ン
タ
ー
」
の
敷
地
を
植
栽
地
と
し

て
選
定
し
、
来
る
３
月
20
日（
土
）

に
モ
デ
ル
植
樹
会
を
実
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
は
最
上
川
堤
防
の

東
側
（
右
岸
）
で
、
貝
生
川
か
ら

黒
滝
開
削
記
念
碑
ま
で
の
約
４
㌔

の
区
間
を
「
し
ら
た
か
最
上
川
夢

の
桜
街
道
の
重
点
エ
リ
ア
」
と
し

て
設
定
し
、
桜
街
道
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、

�
最
上
川
夢
�
桜
街
道
�
�
�
�
�
�
�

�

�
最
上
川
夢
�
桜
街
道
�
�
�
�
�
�
平
成
13
年
�
月
設
立
�
�
美

�
�
山
形
�
最
上
川
�
�
�
�
�
�
会
長
�
柴
田
洋
雄
氏
��
�
�
�
�

提
唱
�
�
�
�
�
�
�
�
�
最
上
川
�
源
流
�
�
河
口
�
�
桜
並
木
�

�
�
�
�
他
河
川
�
�
差
別
化
�
図
�
�
�
�
�
�
�
�
環
境
面
�
経

済
面
�
�
�
最
上
川
�
�
�
�
�
化
�
目
指
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�

当
町
�
�
�
�
�
�
�
最
上
川
夢
�
桜
街
道
�
�
�
調
査
�
検
討
委

員
会
�
代
表
�
青
木
一
彦
��
立
�
上
�
�
昨
年
度
�
�
県
�
�
�
�
市

町
�
�
�
指
定
�
受
�
�
最
上
川
夢
�
桜
街
道
�
実
現
�
向
�
�
調
査

�
検
討
�
重
�
�
�
�
�
�
�

�

昨
年
度
�
�
長
井
市
境
�
�
朝
日
町
境
�
�
�
最
上
川
沿
�
�
�
�

�
�
�
�
設
定
�
�
植
栽
候
補
地
�
�
�
�
�
�
未
来
構
想
図
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
今
年
度
�
�
候
補
地
�
詳
細
�
調
査
�
行
�
�
�
�

年
�
�
�
�
検
討
�
成
果
�
�
�
�
�
�
植
栽
�
行
�
�
�
検
討
�
�

�
�
�
�
�
�

写真：新潟県関川村

�
�
�
�
最
上
川
夢
�
桜
街
道
�
�
�
調
査
�
検
討
委
員
会

3月
20
日（
土
）

白
鷹
町
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
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ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
土
地
所
有
者
の
か
た
は
、
ぜ
ひ

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

桜
�
植
栽
�
管
理

　

桜
植
栽
と
植
栽
後
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
次
の
３
つ
の
形
で
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
個
人
に
よ
る
植
栽
・
管
理

�

苗
木
�
自
分
�
購
入
�
�
植
栽

�
�
�
�
後
�
管
理
�
自
分
�
責

任
�
持
�
�
行
�
�
�
�

●
オ
�
ナ
�
制
①

�

�
�
�
�
�
�
�
苗
木
代
�
植

栽
費
�
管
理
費
�
10
年
間
�
相
当

�
合
計
�
万
円
�
一
括
�
負
担
�

�
�
�
�
植
栽
�
管
理
�
管
理
委

員
会
�
行
�
�
�
�

●
オ
�
ナ
�
制
②

�

�
�
�
�
�
�
�
苗
木
代
�
植

栽
費
�
管
理
費
相
当
�
初
年
度
�

万
円
�
�
年
目
以
降
�
年
�
�
�

�
円
�
�
負
担
�
�
�
�
�
植
栽

�
管
理
�
管
理
委
員
会
�
行
�
�

�
�

　

ま
た
、
植
栽
後
の
管
理
を
行
う

管
理
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
・
検
討
委
員
会
が
移
行
し
、
桜

の
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

しらたか最上川夢の桜街道プラン
モデル植樹会

▼い　つ　３月20日（土）午後１時30分～３時
　　　　　　　　　　　（午後１時受付開始）

▼どこで　白鷹浄化管理センター

　　　　　（下水道処理施設）

▼内　容　

　　　式典、記念植樹、記念碑序幕、記念撮影

▼その他

１．記念写真は1000円で希望者に販売します。

　　　　　　　　　　　（当日受付、後日郵送）

２．エドヒガン苗木＆カミネッコン※を

　　　　　　　　　　プレゼント（先着30人）

３．こんにゃく、ホットミルク（ココア、コーヒ

　　ー）の無料サービスもあります

※カミネッコン…
　再生紙ダンボール型枠を使った植木鉢。そのまま地面

　に置くだけで根づきます。

■問い合わせ　

　企画課　企画・鮎貝まちづくり推進係

（☎85－6123）　　　　

�
�
�
�
�
�
協
力

　

今
回
の
モ
デ
ル
植
樹
会
に
当
た

っ
て
は
、
山
形
県
南
部
特
定
郵
便

局
長
会
（
会
長
・
廣
瀬
健
治
鮎
貝

郵
便
局
長
）
さ
ん
と
タ
レ
ン
ト
の

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
が
、
事

業
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
桜

の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん

は
、
山
形
に
造
詣
が
深
く
、
置
賜

の
、
し
か
も
白
鷹
に
ぜ
ひ
桜
を
植

え
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の

ご
協
力
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

ダニエ
ル・カ

ールさ
んも

やって
くる！

「夢の桜街道写真コンテスト」作品募集
■テーマ

①桜を中心に、水辺（川・海・湖沼など）及び山が含まれる作品
②山形県内で撮影したものに限ります。
■応募要領

①応募サイズは４つ切り。ただし、高校生以下の部はサービス版で可。
②応募方法　応募用紙（役場企画課にあります）に必要事項を書いて、写真を裏面に貼ってご応募ください。
③注意事項
・未発表、自作品に限ります。応募点数に制限はありません。
・入賞作品の版権は、主催者に帰属します。主催者が作成するポスターやパンフレットなどにも活用させてい
　ただきます。また、写真集も発行する予定です。
・応募作品に肖像権などを有する被写体がある場合は、応募者本人が承諾を得たうえで応募してください。
・応募作品は、原則として返却しません。
■各賞　最優秀賞／１点…賞状及び賞金10万円、優秀賞／２点…賞状及び賞金３万円
　　　　入賞／ 15点…賞状及び賞金１万円、佳作／数点…賞状及び賞金3000円
　　　　高校生以下の部／５点…賞状及び図書券（5000円相当）
■応募先・問い合わせ　〒990－8570　山形市松波２丁目８－１　美しい山形・最上川フォーラム事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山形県文化環境部文化振興課内・☎023－630－2284）　

応募しめきり
５月31日（月）必着

チビッ子も集まれ !!
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国
民
年
金

�
�
�
�
知
�
�

平
成
16
年
�
月
�
�
�
国
民
年
金
保
険
料
�

�
�
�
�
納
付
�
始
�
�
�
�
�

�

�
日
中
保
険
料
�
納
�
�
行
�

時
間
�
�
�
�
�
�
�
口
座
振
替

�
気
�
進
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
月
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
土
日
�
夜
間
�
�
国
民
年

金
保
険
料
�
納
付
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
月
�
�
一
部
開
始
�

�

�
�
�
�
納
付
�
�
�
�
�
�
�

平
成
16
年
�
月
�
日
以
降
�
発
行

�
�
�
�
�
�
�
納
付
用
�
�
�

�
�
�
�
印
字
�
�
�
納
付
書
�

�
�
�
�

�

�
�
以
外
�
納
付
書
�
�
�
�

�
�
今
�
�
通
�
金
融
機
関
�
�

�
納
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

将
来
�
年
金
�
受
�
取
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
保
険
料
�
納
�

�
�
�
�
�

利用できるコンビニエンスストア

サンクス、セブンイレブン、ローソン、ファミリー
マート、デイリーストア、コミュニティストア、サ
ークルケイ、ａｍ／ｐｍ、ココストア、スリーエフ、
ミニストップ、ポプラ、セイコーマート

学
生
納
付
特
例
申
請
�

忘
�
�
�
�

　

平
成
15
年
度
学
生
納
付
特
例
を

受
け
て
い
て
、
平
成
16
年
度
も
引

き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ

れ
る
学
生
さ
ん
は
、
新
た
に
「
国

民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
前
年

の
所
得
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　

納
付
特
例
の
承
認
は
、
申
請
の

あ
っ
た
前
月
分
か
ら
に
な
り
ま
す

の
で
、
遅
く
て
も
５
月
末
日
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
場
所

　

役
場
町
民
課
戸
籍
年
金
係

●
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
新
学
年
の

　

学
生
証
�
コ
ピ
�
可
�

・
年
金
手
帳

・
印
鑑
�
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不
要
�

＊
年
度
途
中
で
20
歳
を
迎
え
、
納

付
特
例
を
希
望
す
る
学
生
さ
ん
は
、

20
歳
の
誕
生
日
以
降
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
票
�
�
�
�
記
入
�
�

戸
籍
抄
本
等
�
添
付
�
省
略

�
�
�
手
続
�
�
�
�
�
�
�

　

年
金
受
給
権
者
氏
名
変
更
届
や
、

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢

給
付
裁
定
請
求
書
等
の
届
書
・
請

求
書
を
提
出
さ
れ
る
際
に
、
住
民

票
コ
ー
ド
を
記
入
い
た
だ
く
こ
と

で
戸
籍
抄
本
や
住
民
票
の
写
し
な

ど
の
添
付
を
省
略
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
加
給
年
金
対
象
者
が

い
る
場
合
な
ど
は
、
身
分
関
係
や

生
計
維
持
関
係
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
戸
籍
抄（
謄
）

本
や
住
民
票
の
写
し
等
の
添
付
を

省
略
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
票
コ
�
ド
を
記
入
す
る
こ

と
に
よ
り
�
戸
籍
抄
本
や
住
民

票
の
写
し
等
の
添
付
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
手
続
き　
　

①
氏
名
変
更
の
手
続
き

○
年
金
受
給
権
者
氏
名
変
更
届

②
年
金
の
請
求
に
関
す
る
手
続
き

○
国
民
年
金
老
齢
福
祉
年
金
裁
定

　

請
求
書

○
厚
生
年
金
保
険
脱
退
手
当
金
裁

　

定
請
求
書

○
厚
生
年
金
保
険
通
算
老
齢
年
金

　

裁
定
請
求
書
（
旧
）

○
船
員
保
険
通
算
老
齢
年
金
裁
定

　

請
求
書
（
旧
）

③
そ
の
他

○
国
民
年
金
年
金
受
給
選
択
申
出
書

加
給
年
金
対
象
者
が
い
な
い
場

合
に
�
住
民
票
コ
�
ド
を
記
入

す
る
こ
と
に
よ
り
�
戸
籍
抄
本

や
住
民
票
の
写
し
等
の
添
付
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
続
き

①
年
金
の
請
求
に
関
す
る
手
続
き

○
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老

　

齢
給
付
裁
定
請
求
書

○
国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金
裁
定

　

請
求
書

○
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
・
船

　

員
保
険
障
害
給
付
裁
定
請
求
書

○
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老

　

齢
基
礎
・
厚
生
年
金
裁
定
請
求

　

書
（
65
歳
支
給
）

○
退
職
共
済
年
金
給
付
裁
定
・
改

　

定
請
求
書

○
老
齢
基
礎
年
金
受
給
権
者
老
齢

　

厚
生
年
金
裁
定
請
求
書

○
厚
生
年
金
保
険
老
齢
年
金
裁
定

　

請
求
書
（
旧
）

○
船
員
保
険
老
齢
年
金
裁
定
請
求
書

　

（
旧
）

②
年
金
の
選
択
に
関
す
る
手
続
き

○
国
民
年
金
・
共
済
組
合
等
・
厚

　

生
年
金
保
険
受
給
選
択
申
出
書
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○
国
民
年
金
・
共
済
組
合
等
・
厚

　

生
年
金
保
険
受
給
選
択
申
出
書
、

　

国
民
年
金
・
共
済
年
金
・
厚
生

　

年
金
保
険
受
給
選
択
申
出
書

○
厚
生
年
金
保
険
受
給
選
択
申
出

　

書
（
旧
）

③
支
給
事
由
の
消
滅
に
関
す
る
手

続
き

○
遺
族
年
金
受
給
権
者
支
給
停
止

　

事
由
消
滅
届

○
老
齢
・
障
害
給
付
受
給
権
者
支

　

給
停
止
事
由
消
滅
届

○
国
民
年
金
受
給
権
者
支
給
停
止

　

事
由
消
滅
届

○
厚
生
年
金
保
険
老
齢
・
通
算
老

　

齢
・
特
例
老
齢
年
金
受
給
権
者

　

支
給
停
止
事
由
消
滅
届
（
旧
）

○
厚
生
年
金
保
険
老
齢
・
通
算　

　

老
齢
・
特
例
老
齢
・
障
害
年
金
受

　

給
権
者
支
給
停
止
事
由
消
滅
届（
旧
）

○
厚
生
年
金
保
険
遺
族
・
通
算
遺

　

族
・
特
例
遺
族
年
金
受
給
権
者

　

支
給
停
止
事
由
消
滅
届
（
旧
）

④
そ
の
他

○
障
害
給
付
額
改
定
請
求
書

○
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
遺

　

族
基
礎
・
厚
生
年
金
受
給
権
者

　

の
所
在
不
明
に
よ
る
支
給
停
止

　

・
支
給
停
止
解
除
申
請
書

○
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老

　

齢
基
礎
・
厚
生
年
金
受
給
権
者

　

厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
・
共

　

済
組
合
等
の
組
合
員
ま
た
は
加

　

入
者
資
格
喪
失
届
（
退
職
）

○
厚
生
年
金
保
険
遺
族
年
金
差
額

　

支
給
請
求
書
（
旧
）

�
住
民
票
�
�
�
�
�
�

　

平
成
14
年
８
月
５
日
以
降
、
住

所
地
の
市
町
村
か
ら
本
人
ま
た
は

世
帯
に
通
知
さ
れ
た
11
桁
の
数
字

で
す
。

�
加
給
年
金
対
象
者
�
�
�

　

厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が

20
年
以
上
の
人
が
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の
人
に
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
65
歳
未
満

の
配
偶
者
ま
た
は
18
歳
に
到
達
し

た
年
度
の
末
ま
で
の
子
（
ま
た
は

20
歳
未
満
の
１
・
２
級
の
障
害
の

あ
る
子
）

４月 28日（水） 10月 27日（水）

５月 26日（水） 11月 24日（水）

６月 23日（水） 12月 15日（水）

７月 28日（水） Ｈ17年１月 26日（水）

８月 25日（水） ２月 23日（水）

９月 15日（水） ３月 16日（水）

平成16年度『移動年金相談日』のご案内

１．受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　午後１時～１時30分

２．開始時刻　午前10時～、午後１時～
３．場所　白鷹町中央公民館（２階）第１・第２研修室
※場所は、都合により館内別室になる場合があります。

　ロビーの案内板をご確認ください。

４．開催日

●内容　年金のことならなんでも
■主催　米沢社会保険事務所（☎0238－22－4220）

国民年金に関するお問い合わせは
町民課戸籍年金係（☎85－6129）まで
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白
鷹
町
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業

�
新
�
�
�
�
�
愛
称
�
募
集

�

白
鷹
町
�
�
東
�
白
鷹
丘
陵
�
西
�
朝
日
連
邦
�
山
�
�
囲
�
�
�
町
�
中
央

�
�
母
�
�
川
�
最
上
川
�
南
北
�
流
�
�
緑
豊
�
�
美
�
�
町
�
�
�
�
平
成

14
年
度
�
�
全
国
農
村
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
最
優
秀
賞
�
輝
�
�
�
�
�
�

�

当
組
合
�
�
�
町
�
一
緒
�
�
�
�
�
自
然
�
保
全
�
交
流
�
拡
大
�
芸
術
文

化
�
伝
承
�
振
興
�
図
�
�
�
�
�
�
�
活
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
翼
�
担

�
土
地
区
画
整
理
事
業
�
推
進
�
�
�
�
�
�
小
�
�
組
合
�
�
�
�
�
�
�
�

白
鷹
�
�
�
�
�
�
�
大
�
�
力
�
�
�
�
�
�
人
�
�
�
�
�
�
�
�
包
�
�

�
�
�
�
便
利
�
安
心
�
�
暮
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
子
�
�
�
育
�

�
�
�
�
思
�
�
新
�
�
�
�
�
創
造
�
�
�
�
�
愛
称
�
募
集
�
�
�
�
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▼
募
集
内
容

「
新
し
い
ま
ち
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
な
る
よ
う
な
愛
称
」

▼
応
募
資
格　

特
に
問
い
ま
せ
ん

▼
応
募
方
法　
　

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に

よ
り
、
必
要
事
項
を
書
い
て
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

�
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
所
�

�

設
置
�
応
募
用
紙

�
�
�
�
�
�
�
方
法

　

は
が
き
に
名
称
（
漢
字
、
外
国

　

語
に
は
ふ
り
仮
名
）
と
名
称
の

　

簡
単
な
説
明
、住
所
、名
前
（
ふ 

　

り
が
な
）、性
別
、
年
齢
、
職
業

　

ま
た
は
学
校
名
、
電
話
番
号
を

　

書
い
て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
点
の
応

　

募
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
１
人

　

何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
電
子
�
�
�
�

�

�
�
方
法

　

は
が
き
の
場
合
と
同
じ
内
容
を

　

書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
選
定
基
準

①
新
し
い
ま
ち
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

　

で
き
る
愛
称

②
住
民
の
理
想
・
願
い
に
ち
な
ん

　

だ
愛
称

③
地
域
の
特
徴
を
表
す
愛
称
、
地

　

理
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
愛
称
、

　

歴
史
・
文
化
に
ち
な
ん
だ
愛
称

▼
応
募
に
関
す
る
注
意
事
項

①
愛
称
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い

　

も
の
は
採
用
し
ま
せ
ん
。

・
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

・
長
す
ぎ
る
も
の

・
現
在
使
用
し
て
い
な
い
漢
字
を

　

使
用
し
た
も
の

②
応
募
さ
れ
た
愛
称
に
関
係
す
る

　

一
切
の
権
限
は
、
白
鷹
町
鮎
貝

　

土
地
区
画
整
理
組
合
に
帰
属
す

　

る
も
の
と
し
ま
す
。

▼
応
募
期
間　

３
月
12
日（
金
）〜
４
月
12
日（
月
）

＊
当
日
消
印
有
効

▼
選
考
及
び
賞

①
選
考
委
員
会
で
入
選
作
１
点
を

　

選
考
し
、
新
し
い
ま
ち
の
愛
称

　

と
し
ま
す
。

＊
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
選
考

　

委
員
会
で
入
選
作
を
補
作
し
、

　

愛
称
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
入
選
作
に
応
募
者
が
２
人
以
上

　

あ
る
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
１

　

人
に
決
定
し
ま
す
。

③
入
選
者
に
は
、
賞
金
３
万
円
、

　

抽
選
に
も
れ
た
か
た
に
は
、
記

　

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

④
右
記
を
除
く
す
べ
て
の
応
募
者

　

の
中
か
ら
、
抽
選
で
10
人
に
記

　

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
結
果
発
表

５
月
に
入
賞
者
に
通
知
す
る
と
と

も
に
、広
報
紙
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

■
応
募
先
と
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－

０
７
７
１　

山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
鮎

貝
２
５
２
３
番
地

白
鷹
町
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組
合

☎
85

－

３
１
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

３
４
６
２

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

：

ayukum
i-t@
shirataka.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

：

http://w
w
w
.tow
n.shirataka.

yam
agata.jp/ayukai/
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釜
�
越
桜
�
�
�
�
��

町の宝「釜の越桜」を守りたい。

　白鷹町には樹齢500年を越える桜の古木が多数存在します。開花時期には全国から６万人も
の観光客が当地を訪れており、白鷹は「古典桜の里」と呼ばれています。なかでも「釜の越桜」
は、800年といわれる樹齢、残雪の葉山連山に浮かぶその優麗な姿から代表的な桜として愛されてきました。
　しかし、その「釜の越桜」が、ここ数年、虫の害、重い風雪による枝折れ、鳥が芽を食べるなどさまざまな要因が
重なり、最盛期の半分ほどのかわいそうな姿になっています。町、そして地域のかたがたの手によって、土の入れ
替え、枝のせん定、施肥、防除などを行い、保存・再生に向けた取り組みを必死で行っています。しかし、それに
は多くの資金が必要で、地元の負担と行政の補助金だけでは満足のいく手立てができていないというのが現状です。
　この桜を元気づけるために、またこの桜の危機を広く伝えるために、現在「桜」の歌唱で大ヒットされている河
口恭吾さんに、わたしたちの大切な桜のために歌っていただきたいとメッセージを送りました。みんなで桜の保存
再生につとめていきたいという願いが届き、チャリティーコンサートが実現しました。
　皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。

「桜」ライブ実行委員長　黒澤利朗（白鷹町観光協会長）

4月23日（金）午後７時～（６時30分開場）
会場：釜の越農村公園（荒天時：蚕桑小学校）

河口　恭吾
（かわぐち・きょうご）
高校卒業後に歌手を目指し

上京。街頭演奏やライブハ

ウスで音楽活動を始め、平

成12年11月にインディーズ

から初シングル「真冬の月」

を、15年２月に初アルバム

「STARS FROM DECADE ～輝

ける星たち」を発売。同ア

ルバム収録の「桜」がマク

セルＤＶＤのラジオＣＭ曲

に採用されて反響を呼び、

４月にシングル化。12月に

再発売された。同年の日本

有線大賞・有線音楽賞を受

賞。現在オリコン月間ラン

キング６位。

河
口
恭
吾
�
桜
�
�
�
�

　チャリティー・チケットについて 
河口恭吾「桜」ライブは、釜の越桜保存のためのチャリティーです。2500円の募金に対して招待入場券を１枚

お渡しします。受付は３月20日（土）から開始します。なお、会場の都合により、入場者数に制限があります。

（全席自由）

▼募金窓口　

　ヤマシチ商店、原田ふとん店、YSK遠藤商店、菅原写真館、セイノヤ、吉田屋、パレス松風、あゆ茶屋

　置賜地区の各観光協会、県観光協会（霞城セントラル内）

★収益金は傷みの激しい釜の越桜の保存活動資金として活用されます。

ボランティアスタッフを募集します

ライブ当日、受付や会場準備、駐車場整理などをお手伝いいただけるかたを募集します。

▼対象　18歳以上のかた（高校生不可）で、ライブ当日１日お手伝いいただけるかた

▼募集期間　３月17日（水）まで

▼申込方法　電話またはＥメールでご連絡ください。

■申込・問い合わせ　

　実行委員会ボランティア事務局（役場企画課内・☎85－6123、Ｅメール：kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp）
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児
童
扶
養
手
当

�

児
童
扶
養
手
当
�
�
父
�
死
亡
�

父
母
�
離
婚
�
�
�
�
�
�
父
�

生
計
�
同
�
�
�
�
�
�
�
児
童

�
心
身
�
�
�
健
�
�
�
育
成
�

�
�
�
�
�
目
的
�
�
�
支
給
�

�
�
�
�

●
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
は
、
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に

あ
て
は
ま
る
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
母
や
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
か
た
で
す
。（
外

国
人
の
か
た
で
も
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
場
合
は
、
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

①
父
と
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
が
亡
く
な
っ
た
児
童

③
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ

　

る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
1
年
以
上
置
き
去
り
に

　

さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

　

る
児
童

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

　

児
童

⑧
出
生
の
事
情
が
わ
か
ら
な
い
児
童

＊
手
当
の
支
給
期
間
は
、
児
童
が

18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
は
、
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

・
児
童
が
、
父
ま
た
は
母
の
死
亡

　

に
よ
り
、
公
的
な
年
金
や
遺
族

　

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　

と
き

・
児
童
が
、
父
に
支
給
さ
れ
る
公

　

的
な
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ

　

て
い
る
と
き

・
児
童
が
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

　

に
入
所
し
た
り
、
里
親
に
預
け

　

ら
れ
て
い
る
と
き

・
児
童
が
、
父
と
生
計
を
同
じ
く

　

し
て
い
る
と
き

・
母
ま
た
は
養
育
者
が
、
公
的
年

　

金
給
付
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除

　

く
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　

と
き

・
母
ま
た
は
養
育
者
の
住
所
が
、

　

国
内
に
な
い
と
き

・
母
が
事
実
上
の
婚
姻
関
係
（
内

　

縁
関
係
な
ど
）
に
あ
る
と
き

●
手
当
を
受
け
る
手
続
き

　

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た

は
、
町
の
健
康
福
祉
課
児
童
係
に

請
求
し
、
県
知
事
の
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
請
求
に

あ
た
っ
て
は
、
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
状
況
に
よ
っ
て
、
定

め
ら
れ
た
書
類
の
提
出
が
必
要
で

す
。

●
手
当
の
支
払
い

　

手
当
は
、
県
知
事
の
認
定
を
受

け
る
と
、
請
求
を
し
た
月
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

12
月
分
〜
３
月
分
の
手
当
は
４
月

に
、
４
月
分
〜
７
月
分
の
手
当
は

８
月
分
に
、
８
月
分
〜
11
月
分
の

手
当
は
12
月
分
に
、
指
定
し
た
金

融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。

＊
な
お
、
所
得
に
よ
り
手
当
の
支

給
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
現
況
届
に
つ
い
て

　

す
べ
て
の
受
給
者
（
手
当
の
支

給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
か
た
も
含

み
ま
す
。）は
、
毎
年
８
月
１
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
の
間
に
現
況
届

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＊
こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
２

年
間
提
出
し
な
い
で
い
る
と
手
当

を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

●
認
定
請
求
期
限

　

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら

５
年
経
過
し
た
場
合
に
は
、
正
当

な
理
由
を
除
き
認
定
の
請
求
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

�

特
別
児
童
扶
養
手
当
�
�
�
精

神
�
�
�
身
体
�
障
害
�
�
�
児

童
�
福
祉
�
増
進
�
�
�
�
�
支

給
�
�
�
�
�
�
�
�

●
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

20
歳
未
満
で
１
級
障
害
ま
た
は

２
級
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

児
童
を
看
護
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て

養
育
し
て
い
る
か
た
で
す
。
ま
た
、

外
国
人
の
か
た
で
も
日
本
国
内
に

住
所
が
あ
る
場
合
は
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

　

右
記
に
該
当
し
た
場
合
で
も
次

の
よ
う
な
と
き
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど　

　
（
例
…
肢
体
不
自
由
児
施
設
・
精

　

神
薄
弱
児
施
設
）
に
入
所
し
て

　

い
る
場
合（
た
だ
し
、母
子
入
所

　

や
通
所
の
場
合
な
ど
を
除
く
。）

・
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の

　

住
所
が
日
本
国
内
に
な
い
場
合

・
対
象
と
な
る
児
童
の
住
所
が
日

　

本
内
に
な
い
場
合

・
障
害
の
た
め
に
公
的
年
金
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
る
児
童

・
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　

人
お
よ
び
同
居
し
て
い
る
扶
養

　

義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

　

額
を
超
え
る
場
合

●
手
当
を
受
け
る
手
続
き

　

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た

は
、
町
の
健
康
福
祉
課
児
童
係
に

請
求
し
、
県
知
事
の
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
請
求
の

と
き
は
、
定
め
ら
れ
た
書
類
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
手
当
の
支
払
い

　

手
当
は
県
知
事
の
認
定
を
受
け

る
と
、
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
払
い
は
年

３
回
（
４
月
、
８
月
、
11
月
）
指

定
し
た
郵
便
局
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
。

●
所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　

す
べ
て
の
受
給
者
（
手
当
支
給

を
停
止
さ
れ
て
い
る
か
た
も
含
み

ま
す
。）は
、
毎
年
８
月
１
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
の
間
に
所
得
状
況

届
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
こ
の
届
け
を
出
さ
な
い
と
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
２

年
間
出
さ
な
い
で
い
る
と
手
当
を

受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
児

童
係
�
☎
86

－

０
１
１
１
�

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

少
し
ば
か
り
の
お
手
伝
い

児
童
扶
養
手
当
�
特
別
児
童
扶
養
手
当
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広報直通便から

皆さんから届いた

お便りをご紹介します。

道
路
�
街
灯
�
区
�
町
内
�

見
直
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
公
園
�
西
側
�
�
�

街
灯
�
歩
道
側
�
移
動
�
�
�
�

�
�
�
�
思
�
�
�
�
夜
散
歩
�

�
人
�
通
�
生
徒
�
�
�
少
�
�

�
助
�
�
�
思
�
�
�
�

�
市
町
村
合
併
�
話
�
�
�
今
般
�

白
鷹
町
�
合
併
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
町
�
区
�
町
内
�
見

直
�
�
�
�
�
�
�
地
区
�
�
�

�
思
�
�
�
�
町
�
財
政
�
�
�

�
�
�

岩
崎
芳
久
�
�
�
鮎
貝
�

�
答
�
�
�
�

①
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
工
事
・

修
理
費
は
町
が
負
担
し
、
柱
、
機

器
、
管
理
に
つ
い
て
は
地
元
で
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご

指
摘
の
道
路
の
防
犯
灯
は
柱
が
木

製
で
す
の
で
、
移
設
す
る
に
は
新

し
い
も
の
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
地
元
で
負
担
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

も
あ
り
ま
す
の
で
、
地
元
地
区
と

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
課
消
防
交
通
係
）

②
区
・
町
内
に
つ
い
て
は
、
過
去

の
経
緯
や
地
理
的
状
況
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
編
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
ま
た
各
地
区
そ
れ

ぞ
れ
に
運
営
方
針
が
あ
り
ま
す
の

で
、
行
政
の
都
合
（
財
政
事
情
）

だ
け
で
見
直
し
を
進
め
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
町
と
し
て
は
、
区
・

町
内
の
皆
さ
ん
の
話
し
合
い
に
よ

り
、
よ
り
良
い
方
向
で
の
見
直
し

を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
特
に
そ

れ
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

区
・
町
内
の
編
成
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
の
住
民
の
か
た
が
た
の
総

意
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

進
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
総
務
課
庶
務
係
）

子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

予
防
接
種
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
予
防
接
種

�
�
�
�
高
齢
者
�
�
一
部
負
担

金
�
�
�
�
�
�
乳
幼
児
�
児
童

�
�
�
�
�
�
�
�
少
子
化
�
進

�
�
�
�
中
�
�
社
会
�
対
応
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

医
療
面
�
�
�
�
�
思
�
�
�
�

�
人
�
対
�
�
�
回
�
�
�
�
円

�
金
額
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
回
�
接
種
�
必
要

�
�
�
�
子
�
�
�
�
人
�
�
�

高
額
�
�
�
�
家
計
�
厳
�
�
中

�
悩
�
�
�
�

�

家
庭
�
�
予
防
�
�
�
�
�
手

洗
�
�
�
大
切
�
�
�
�
予
防
接

種
�
一
番
�
言
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
負

担
金
�
検
討
�
�
�
�
�
�
�
�

�
思
�
�
�
�

菅
原
晴
美
�
�
�
荒
砥
�

�
答
�
�
�
�

　

今
回
の
ご
意
見
の
子
ど
も
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
平

成
５
年
ま
で
は
予
防
接
種
法
に
基

づ
き
無
料
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

集
団
接
種
で
は
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
流
行
を
阻
止
で
き
な
か

っ
た
こ
と
や
、
予
防
接
種
に
よ
る

後
遺
症
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、「
子
ど
も
へ
の
接
種
は
や
め
た

方
が
よ
い
」
と
い
う
世
論
が
大
き

く
な
り
、
平
成
６
年
８
月
か
ら
予

防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
現
在
の

任
意
の
自
己
負
担
に
よ
る
接
種
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
平
成
10
年
の

流
行
時
、
多
く
の
高
齢
者
が
合
併

症
で
死
亡
し
た
こ
と
や
、
高
齢
者

に
対
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

（
接
種
は
１
回
）
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
予
防
接
種
法
が
改
正

さ
れ
、
市
町
村
の
一
部
公
費
負
担

に
よ
る
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、
子

ど
も
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
で
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
の
調
査
を
進
め

て
い
る
段
階
で
す
。

　

そ
れ
ら
を
受
け
白
鷹
町
で
は
、

全
国
的
な
調
査
結
果
な
ど
国
の
動

き
を
見
な
が
ら
慎
重
に
対
応
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
平

成
16
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
子

ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
、
従
来
ど
お
り
任
意
の
自
己

負
担
に
よ
る
接
種
と
な
り
ま
す
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
、
白
鷹
町
で
は
、
予
防
接

種
法
に
定
め
ら
れ
た
定
期
予
防
接

種
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
な
く

公
費
で
行
い
、
子
ど
も
の
伝
染
の

お
そ
れ
の
あ
る
病
気
の
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ご
意
見
に
も

あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
お
い
て
は
、
う
が
い
手

洗
い
の
す
す
め
、
体
力
の
増
進
な

ど
予
防
活
動
を
今
後
も
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
）
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町
で
は
、
遠
距
離
通
学
費
補
助

制
度
を
導
入
し
生
徒
の
通
学
時
の

足
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
制
度
は
町
営
バ
ス
や
民
間
の
路

線
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
あ

る
地
域
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
制

度
を
受
け
ら
れ
な
い
地
域
が
あ
る

の
も
事
実
で
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
、

急
激
な
少
子
化
の
状
況
で
の
今
後

の
学
校
環
境
整
備
の
あ
り
方
や
公

共
交
通
体
系
と
の
関
係
も
あ
り
、

す
ぐ
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
す

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
総
合

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
関
係
所

管
と
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
）

　今年は、昭和29年10月１日に白鷹町が誕生して半世紀の節目、50周年となりま

す。これを記念して、４月１日、健康福祉センターの広場で桜の記念植樹を行い

ます。植樹する苗木は２本予定しており、１本は古典桜の里にふさわしく樹齢12

00年の「薬師桜」の二世木で、白鷹町の環境保全と永続的発展を祈念して植樹す

るものです。もう１本は、岐阜県白川村の本覚寺にある珍しい新種の桜「太田桜」

の二世木で、数少ない貴重なものですが、エドヒガン桜増殖会の金田聖夫さんの

ご協力により植樹するものです。この桜は、ひとつの花に90枚以上の花弁がつく

菊咲きの桜ということで、花が咲くのがとても楽しみです。

　また、この植樹とあわせて、町制施行30周年記念事業として設置した「白鷹町民の火」を消灯します。これは、

昭和59年の高い山祭礼の際に白鷹山で採火した火を、白鷹ロータリークラブより寄贈いただい

た灯火台に、プロパンガスを燃料として20年間灯し続けてきたものです。この間、結婚式の

キャンドルサービスなど各種行事に活用されてきましたが、近年利用が減っているのに

加え、資源の有効活用や環境保全などが大きな課題となっている中で、50周年の節目に、

その役目を終えることとなりました。

　偉大なる大地への愛情と未来を拓く大いなる創造、町民の繁栄を希求する心の象徴

として採火された「白鷹町民の火」の理念は、新たに植栽する２本の桜の中に生き続け、

環境の時代にふさわしく生まれ変わります。

■問い合わせ　企画課企画・鮎貝まちづくり推進係（☎85－6123）

町制施行50周年の記念植樹を行います

 

公
的
個
人
認
証
�
�
�
�
�

始
�
�
�
�
�

公
的
個
人
認
証
サ
�
ビ
ス
と
は

　

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

利
用
者
の
か
た
が
た
が
安
心
し
て

手
続
で
き
る
よ
う
、
電
子
証
明
書

を
交
付
し
、
他
人
に
よ
る
な
り
す

ま
し
申
請
や
通
信
途
中
で
の
改
ざ

ん
な
ど
を
防
ぐ
機
能
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。

電
子
証
明
書
に
つ
い
て

　

電
子
証
明
書
の
発
行
は
、
役
場

窓
口
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
証
明
書
は
他
人
に
不
正
使
用

さ
れ
な
い
よ
う
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
ま
す
。
よ
っ

て
、
住
民
基
本
台
帳
カ
�
ド
の
交

付
を
受
け
て
い
る
か
た
が
対
象
と

な
り
ま
す
�
加
え
て
、
３
月
31
日

ま
で
は
手
数
料
が
無
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
は
手
数

料
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
戸
籍
年

金
係
（
☎
85

－

６
１
２
９
）

電子証明書の発行申請手続きの流れ

①ご本人の住民基本台帳カード（以下住

　基カードと呼ぶ）を持って、役場窓口

　へお越しください。

②電子証明書新規発行申請書を提出し、

　写真付きの公的な身分証明書を提示し

　てください。

③窓口に設置されている鍵ペア生成装置

　に住基カードをセットし、画面の指示

　に従って電子証明書の発行に必要な鍵

　ペアを生成します。

④窓口に住基カードを提出し、電子証明

　書を住基カードに記録します。

⑤住基カードと電子証明書の写しを受け

　取り、手数料をお支払いください。
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　２月14日、パワーセンター白鷹において、
白鷹町の環境を考える講演会が開催されま
した。これは、白鷹町婦人の会と町が主催
して開催されたもので、山形県環境アドバ
イザーの橋本聡さんをお迎えし、「未来のこ
どもたちのために、今、私たちができるこ
と」をテーマにご講演いただきました。環
境ホルモンや電磁波など、わたしたちの身
近なものを取り上げ、ユーモアを交えなが
らわかりやすくお話いただきました。

未
来
�
子
�
�
�
�
�

白
鷹
町
�
環
境
�
考
�
�
講
演
会

白
鷹
学
講
座

結
城
登
美
雄
講
演
会

　２月16日、パワーセンター白鷹において
民俗研究家の結城登美雄さんの講演会が開
催されました。大江町出身の結城さんは、
宮城教育大と宮城農業実践大の非常勤講師
をされており、また東北各地で地域おこし
活動を展開されています。今回は、「食の地
元学」をテーマに東北各地の地域づくりの
例を紹介しながら、食を通した地域づくり
について講演していただきました。

　２月14日、いきいき深山郷のどか村にお
いて、渋谷幸平津軽三味線ライブが開催さ
れました。渋谷さんは津軽じょんがら発祥
の地、青森県黒石市浅瀬石出身。９歳より
三味線をはじめ、平成12年には津軽三味線
全国大会Ｂ級チャンピオンに輝いておられ
ます。当日は、津軽じょんがら節や渋谷さ
んの自作曲などが演奏され、満員の会場か
らは大きな拍手が送られていました。演奏
終了後には、手打ちそばが振舞われました。

�
�
�
村
�
�
�
端
�
�
�
�
�

渋
谷
幸
平
津
軽
三
味
線
�
�
�

　２月29日、健康福祉センターにおいて健
康まつりが開催され、健康で豊かな暮らし
の実現に向けた健康増進計画「元気ニコニ
コしらたか21」のシンポジウムが行われま
した。この計画は、昨年施行された健康増
進法に基づき策定されたもので、町民のか
たと町の担当者で構成するワーキンググル
ープが中心となり、平成14年度から検討し
てきました。計画期間は平成16年度から22
年度で、必要に応じて見直しを図ります。

健
康
�
�
�
�
�
�
�
�
町
�
目
指
�
�

平
成
15
年
度
健
康
�
�
�

　

２
月
28
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、鶴
岡
出
身
で「
き

い
ろ
い
ば
け
つ
」
の
絵
本
作
家
つ

ち
だ
よ
し
は
る
さ
ん
を
お
迎
え
し

て
絵
画
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
絵
か
き
コ
ー
ス
と
絵
皿
コ
ー
ス

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
ち
だ
さ
ん

の
絵
を
お
手
本
に
、
思
い
思
い
に

絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
サ
イ
ン
会
や
絵
本
「
14
の
心

を
き
い
て
」
の
原
画
展
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

�
話
�
会
�
�
�
回
記
念
事
業

�
絵
画
教
室
�
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小学３年以下男子大回転

１　村上　駿斗　東根小　54"44
２　齋藤　広大　鮎貝小　55"63
３　髙橋　尚貴　蚕桑小 1'03"90
４　渡部　功将　蚕桑小 1'04"48
５　長岡　恭紫　鮎貝小 1'05"32
６　丸川賢太郎　蚕桑小 1'05"63

小学４年男子大回転

１　今　　和也　鮎貝小　55"19
２　田苗　真悟　蚕桑小 1'03"20
３　沖田　康平　蚕桑小 1'05"48
４　赤間宏太郎　鮎貝小 1'08"49
５　髙橋　健太　蚕桑小 1'09"29
６　芳賀　拓人　荒砥小 1'12"77

小学５年男子大回転

１　吉村　亮祐　蚕桑小　26"31
２　菅　　慎吾　東根小　26"97
３　横沢　竜二　鮎貝小　29"85
４　鈴木　大樹　鷹山小　32"70
５　芳賀　　啓　鮎貝小　34"30
６　五十峯豪士　荒砥小　35"56

小学６年男子大回転

１　五十嶺広輝　中山小　28"34
２　佐藤　賢介　蚕桑小　28"93
３　高橋　潤平　鮎貝小　29"45
４　本木　俊也　蚕桑小　32"67
５　小口　大輔　鮎貝小　32"72
６　安孫子翔太　蚕桑小　33"47

小学３年以下女子大回転

１　吉田　加奈　東根小 1'04"88
２　伊藤絵里奈　鮎貝小 1'05"32
３　今　明日香　鮎貝小 1'11"08
４　佐藤　真帆　鮎貝小 1'13"60
５　赤間　千春　蚕桑小 1'15"43
６　小口　　優　鮎貝小 1'16"27

小学４年女子大回転

１　菅　紗央莉　蚕桑小 1'00"26
２　神居　幸恵　鮎貝小 1'02"69
３　髙橋　　彩　中山小 1'06"00
４　高田ともみ　中山小 1'06"51
５　黒沼美由紀　中山小 1'07"81
６　大瀧　莉里　蚕桑小 1'07"89

小学５年女子大回転

１　山口　眞衣　鮎貝小　56"70
２　吉田　詩織　東根小 1'02"43
３　小口　眞衣　鮎貝小 1'03"33
４　小関　瀬那　鷹山小 1'05"65
５　海老名　穂　鮎貝小 1'12"63
６　羽田　　萌　鮎貝小 1'13"76

小学６年女子大回転

１　小川　美穂　中山小　44"89
２　齋藤　彩香　鮎貝小　48"87
３　大滝美沙子　中山小　55"50
４　小川　美優　荒砥小　55"92
５　長谷部　栞　蚕桑小　58"14
６　大瀧　茉泉　蚕桑小 1'02"23

中学男子大回転

１　五十公野直人　西中　24"53
２　吉村　勇輝　西中　24"86
３　小口　政則　東中　24"97

中学男子回転

１　小口　政則　東中　30"27
２　吉村　勇輝　西中　32"38
３　五十公野直人　西中　33"06

中学女子大回転

１　小形　結花　東中　26"46
２　小関　春菜　西中　31"15
３　酒井　千雪　西中　32"65

中学女子回転

１　小形　結花　東中　35"71
２　小関　春菜　西中　40"99
３　酒井　千雪　西中　45"50

一般壮年男子大回転

１　片山　明敏　高玉　27"19
２　山口　浩幸　黒鴨　27"43
３　小林　敏弘　横田尻　29"36

一般成年男子大回転

１　小口　　智　鮎貝　24"28
２　小関　隆寛　山口　25"96
３　鈴木　武範　滝野　26"35

一般壮年男子回転

１　山口　浩幸　黒鴨　34"90
２　小谷部　仁　横田尻　36"45
３　芳賀　繁男　荒砥乙　41"74

一般成年男子回転

１　鈴木　武範　滝野　31"34
２　岡部　健史　山口　31"36
３　小口　　智　鮎貝　32"59

小学３年以下男子距離

１　迎田　　泰　鮎貝小  11'14"
２　小関　忠樹　鷹山小  12'39"
３　村上　星哉　東根小  13'40"

小学４年男子距離

１　竹田衣武希　鷹山小　 8'06"
２　梅津　哲弥　鷹山小　 8'10"

３　紺野　圭汰　鷹山小　 9'06"
４　赤間宏太郎　鮎貝小　 9'57"
５　佐藤　　瑶　鮎貝小  10'29"
６　髙橋　健太　蚕桑小  11'20"

小学５年男子距離

１　安部　良平　鷹山小　 7'56"
２　樋口　　峻　鮎貝小　 8'11"
３　菅　　慎吾　東根小　 8'17"
４　紺野　　凌　鷹山小　 8'35"
５　梅津　雄也　鷹山小　 9'04"
６　吉村　亮祐　蚕桑小　 9'06"

小学６年男子距離

１　清野　正治　鷹山小　 7'23"
２　鈴木　脩平　鷹山小　 8'10"
３　工藤　貴徳　東根小　 8'28"
４　五十嶺広輝　中山小　 8'50"
５　梅津　陽太　東根小　 8'52"
６　小口　大輔　鮎貝小　 8'58"

小学３年以下女子距離

１　佐藤　芳美　中山小  10'01"
２　梅津　沙織　鷹山小  10'35"
３　竹田　友美　鷹山小  11'11"
４　金子　美咲　鮎貝小  11'56"
５　佐藤　優香　東根小  12'04"
６　小関香寿美　鷹山小  13'35"

小学４年女子距離

１　髙橋　　彩　中山小　 9'17"
２　小関　優香　鷹山小  10'09"
３　高田ともみ　中山小  11'12"
４　神居　幸恵　鮎貝小  11'24"
５　小口　幸恵　蚕桑小  11'46"
６　小関　花菜　鷹山小  11'48"

小学５年女子距離

１　布施　　唯　中山小　 9'34"
２　安部　里香　中山小  10'14"
３　吉田　詩織　東根小  10'39"
４　髙橋　沙知　中山小  10'41"
５　佐藤　真未　東根小  11'58"
６　川井　　梓　東根小  12'29"

小学６年女子距離

１　小関　美樹　鷹山小　 8'49"
２　竹田奈穂美　鷹山小　 9'06"
３　安部　瑞穂　鮎貝小　 9'11"
４　海老名彩香　鷹山小  10'21"
５　竹田　　望　鷹山小  10'25"
６　齋藤　彩香　鮎貝小  10'38"

中学男子距離

１　竹田　　透　東中　  17'12"
２　沼澤　健二　東中　  17'35"

町民スキー大会の結果２月15日　白鷹町営スキー場
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平
成
13
年
４
月
か
ら
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
（
特
定
家
庭
用
機
器
再

商
品
化
法
）
が
施
行
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
一
般
家
庭
や
事
業

所
か
ら
排
出
さ
れ
た
特
定
の
家
電

製
品
（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、
洗
濯
機
）
の
有
用
な
部
品

や
材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
棄

物
を
減
量
、
資
源
の
有
効
利
用
を

推
進
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。
再

商
品
化
率
は
、
エ
ア
コ
ン
60
％
以

上
、
テ
レ
ビ
55
％
以
上
、
冷
蔵
庫

50
％
以
上
、
洗
濯
機
50
％
以
上
で

鉄
・
銅
・
ア
ル
ミ
な
ど
が
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
、
平
成

16
年
４
月
か
ら
冷
凍
庫
が
加
わ
り

ま
す
。

　

消
費
者
が
負
担
す
る
料
金
は
、

「
小
売
業
者
の
収
集
・
運
搬
料
金
」

と
「
製
造
業
者
の
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
」
の
合
計
と
な
り
ま
す
。
料
金

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

環
境
�
�
�
�

家
電
�
�
�
�
�
法
�
�
�
�

製
造
業
者
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

（
一
部
の
製
造
業
者
を
除
く
）

エ
ア
コ
ン　

３
５
０
０
円

テ
レ
ビ　
　

２
７
０
０
円

洗
濯
機　
　

２
４
０
０
円

冷
蔵
庫　
　

４
６
０
０
円

冷
凍
庫　
　

未
定

※
冷
凍
庫
の
料
金
は
、
４
月
ま
で

に
各
メ
ー
カ
ー
よ
り
公
表
さ
れ
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
小
売
業
者
の
収
集

・
運
搬
料
金
は
別
に
か
か
り
ま
す
。

古
く
な
っ
た
家
電
５
品
目
を
引
き

取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き
は
、
そ

の
製
品
を
お
買
い
上
げ
に
な
っ
た

家
電
小
売
店
、
ま
た
は
同
じ
種
類

の
製
品
を
買
お
う
と
し
て
い
る
家

電
小
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
内
の
一
般
廃
棄
物
許
可

業
者
で
も
回
収
で
き
ま
す
。
消
費

者
は
、
引
き
取
り
の
際
に
料
金
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

適
正
な
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先　

町
民
課
く
ら
し
・
環

境
推
進
係
�
☎
85

－

６
１
３
１
�

生活の中に楽しく運動を取り入れよう !!

　一年を通して、ウォーキングやダンベル体操などを紹介
してきました。あなたにあった運動は見つかりましたか？
すぐにできそうなことから実行してみましょう。
　今月は運動による健康効果についてご紹介します。

≪運動による健康効果≫

①生活習慣病を予防する。

②ストレスを解消する。

③骨を丈夫にする。

④血液の循環をよくする。

⑤筋肉の衰えを防ぎ、行動的体力を強化する。

⑥からだに防衛的体力をつける。

●年齢や体力に応じて、以下の運動を生活に
取り入れてみましょう。

①ストレッチングや体操を１日10分程度行う。

②散歩やウォーキングを１日20分程度行う。

③筋力トレーニングを１週間に２回程度行う。

④レクリエーション活動や軽いスポーツを１週間に３回程度行う。

⑤柱につかまってアキレス腱をのばす。

＊参考

成人の目標歩数（１日）　　　高齢者の目標歩数（１日）

・男性　9200歩以上　　　　・男性　6700歩以上

・女性　8300歩以上　　　　・女性　5900歩以上

ニコニコスマイル教室（健康福祉センター）

冬期間の運動不足解消に週１回エアロビク
スを楽しんでいます。
詳しくは、健康推進係（☎86－0210）へお問い
合わせください。
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朝
夕
の
寒
気
が
緩
み
春
を
感
じ

さ
せ
る
中
、
３
月
３
日
に
平
成
15

年
度
の
荒
砥
高
校
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
卒
業
し
た
３
年
生
は
、

３
年
間
で
体
育
祭
や
文
化
祭
を
成

功
さ
せ
る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
下

級
生
に
と
っ
て
も
大
変
す
ば
ら
し

い
先
輩
で
し
た
。

　

ま
た
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中

で
の
就
職
・
進
学
に
対
す
る
活
動

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
毎
日
職
員
室
に
通
い
履
歴
書

を
作
成
し
た
り
、
手
が
空
い
て
い

る
先
生
を
見
つ
け
て
は
面
接
練
習

を
行
っ
た
り
し
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
こ
ん
な
に
し
な
い
と
就
職
で

き
な
い
も
の
な
の
だ
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
由

登
校
時
に
学
校
に
来
て
勉
強
す
る

な
ど
、
進
学
も
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
卒
業
生
の
就
職

・
進
学
先
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
と
い
う
言
葉
が
が
白
鷹
町
で

も
さ
さ
や
か
れ
始
め
、
昨
年
５
月
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
保
護
者
と
指

導
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
ず
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

�
総
合
型
地
域
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
結
果

ク
ラ
ブ
の
知
名
度
で
す
が
、「
知
ら

な
い
」
と
い
う
回
答
が
55
％
と
過

半
数
を
超
え
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ

に
関
わ
る
機
会
が
多
い
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
現
状
で
し
た
。
ま
た
、
半
数

以
上
が
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
反

面
、
必
要
度
は
49
％
と
ほ
ぼ
半
数

の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
知

ら
な
か
っ
た
か
た
が
、
町
の
少
子

高
齢
化
の
現
状
や
ア
ン
ケ
ー
ト
と

と
も
に
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
参
考
に
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
あ

り
方
、
内
容
を
理
解
さ
れ
必
要
性

を
感
じ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
新
た

な
形
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
全
国
的

に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
受
益
者
負

担
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
会
員
が
一
定
の
金
額

を
支
払
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
今

ま
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
い
え
ば
無

料
受
講
や
無
料
指
導
、
い
わ
ゆ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
位
置
付

け
が
当
た
り
前
で
し
た
。
し
か
し

指
導
者
、
保
護
者
へ
の
過
度
な
負

担
や
指
導
者
不
足
な
ど
問
題
が
増

え
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
い
く
ら
か

の
金
額
を
支
払
う
事
に
よ
っ
て
気

兼
ね
な
く
参
加
、
活
動
で
き
る
と

い
う
回
答
は
66
％
で
し
た
。
そ
の

ほ
か
の
意
見
や
提
案
と
し
て
子
ど

も
た
ち
に
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
機
会
を
与
え
て
ほ
し
い
、
託
児

所
の
設
置
、
情
報
の
収
集
・
発
信

機
能
を
兼
ね
た
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

施
設
が
必
要
な
ど
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
づ
く
り
は

人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
。
今
後

と
も
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
。
気
軽
に
ご
意

見
や
提
案
、
疑
問
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

その他・未定
9％

専門学校等
37％

高看等
2％

短大
7％

大学
1％

県外
3％

県内
6％

就職：長井・飯豊
19％

就職：白鷹
16％

就職 人数 進学 人数

白鷹 17 大学 1

長井・飯豊 20 短大 7

県内 6 高看等 2

県外 3 専門学校等 41

就職計 46 進学計 51

その他・未定 10

卒業予定者数 107

進路状況（2月16日現在）

その他・無回答
2％

知らない
55％

聞いたことがある
24％

知っている
19％

「総合型地域スポーツクラブ」を
知っていますか？

「総合型地域スポーツクラブ」は
白鷹町に必要ですか？
その他・無回答

4％

必要ない
11％

興味はある
36％

必要
36％

とても必要
13％

その他・
  無回答

16％

無料受講、  
無料指導が当然

18％

気兼ねなく活動できる
66％

金額を支払い、スポーツサービスを
受けるシステムをどう考えますか？
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●防災シリーズ12　そのときどうする !?

■問い合わせ　役場総務課（☎85－6122）、消防署白鷹分署（☎85－5242）

＜災害用伝言ダイヤル（171番）＞　　

　皆さんは災害用伝言ダイヤル（171番）をご存知ですか？このサービスは、地震などの大災害発生時に、安否確認

・問い合わせなどで電話の使用が増加して、電話がつながりにくい状況を緩和するために災害時のみ利用できるサ

ービスです。提供開始は震度６以上の地震発生時、地震・噴火などの発生により被災地へ向けての通話がつながり

にくい状況になった場合に利用可能となります。なお、このサービスは、一般電話・公衆電話・携帯電話（一部機

種を除く）・災害時に避難場所などに設置される特設公衆電話などから利用できます。

メッセージを録音 メッセージを再生

171番を押す

録音（30秒以内）

終了

１を押した後に＃を押す

１を押す

（暗証番号を利用する場合は３を押す）

・被災地のかたは自宅の電話番号を押します。

・被災地以外のかたは連絡を取りたい被災地

　のかたの電話番号を押します。

171番を押す

再生

終了

１を押した後に＃を押す

２を押す

（暗証番号を利用する場合は４を押す）

・被災地のかたは自宅の電話番号を押します。

・被災地以外のかたは連絡を取りたい被災地

　のかたの電話番号を押します。

上記は、伝言を録音・再生する場合のおおまかな流れです。
実際に使用する場合は、アナウンスが流れますので、それをよく聞いて録音・再生してください。

（災害ダイヤル171番は、ＮＴＴの提供するサービスです。
問い合わせは、116番までお願いします。

西置賜地区で火災・救助等の災害が発生した場合は、災害情報を提供しています。

テレホンサービス84－0119番!!



佳
作　

三
世
代
集
う
茶
の
間
の
灯ひ

が
丸
い　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

一
病
を
肴
さ
か
な

に
老
人
会
は
ず
む　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

ま
た
集
金
あ
っ
と
い
う
間
の
一
ケ
月　
　
　

埼
玉
県　

川
部　

隆
雄

　

〃　

春
め
ぐ
り
集
落
跡
の
桜
咲
く　
　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

ア
ル
バ
ム
を
操く

れ
ば
笑
顔
が
集
い
合
う　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

離
合
集
散
し
て
も
結
局
自
民
党　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

満
場
の
拍
手
集
め
る
名
演
技　
　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

七
福
神
呼
ぶ
と
貧
乏
神
も
来
る　
　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
贈
る
車
椅
子　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

懐
か
し
く
時
代
を
写
す
歌
謡
集　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
あ
の
手
こ
の
手
の
金
集
め　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

給
料
日
待
っ
て
小
銭
を
か
き
集
め　
　
　
　

杉
並
区　

太
田　

絹
子

秀
逸　

豪
雪
も
観
光
に
し
て
人
集
め　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

会
合
に
出
渋
く
な
っ
た
冬
ご
も
り　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

還
暦
の
集
い
来
し
方
語
り
合
う　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
不
二
子

　

〃　

肩
書
は
要
ら
ぬ
寄
せ
鍋
つ
つ
き
合
う　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

集
ま
っ
た
お
年
玉
か
ら
借
り
ら
れ
る　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

寄
り
合
え
ば
昔
ば
か
り
を
誉
め
る
老
い　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

ク
ラ
ス
会　

老
師
を
囲
み
ハ
イ
チ
ー
ズ　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

子
ら
巣
立
ち
開
く
こ
と
な
い
童
話
集　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

落お
ち
う
ど人

の
集
落
と
聞
く
美
人
の
湯　
　
　
　
　

鮎　

会　

土
屋　

文
香

　

〃　

集
ま
っ
て
笑
い
合
う
だ
け
そ
れ
で
よ
し　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

五
客　

集
団
就
職
い
く
と
せ
過
ぎ
た
上
野
駅　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

農
を
継
ぐ
仲
間
が
集
う
春
の
畦あ
ぜ　

　
　
　
　

小
山
沢　

吉
田　

ち
よ

　

〃　

集
ま
っ
た
善
意
を
飢
餓
の
国
の
子
に　
　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

　

〃　

群
集
心
理　

赤
信
号
を
渡
り
だ
す　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

花
詩
集　

少
女
が
ひ
と
り
春
の
丘　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

人
位　

集
ま
っ
た
顔
が
票
と
は
限
ら
な
い　
　
　
　

荒
砥
甲　

菊
地　

豊
村

地
位　

集
ま
れ
ば
ヒ
ト
科
烏
合
の
衆
に
な
る　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

天
位　

桃
の
雛
ぼ
ん
ぼ
り
に
浮
く
三
世
代　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

軸　
　

こ
れ
ほ
ど
の
虫
を
蒐あ
つ

め
て
博
士
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回
課
題　

「
遠
い
」
三
月
末
日
ま
で　

「
雨
」
四
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

集　
　
　
　

新
野　

三
拍
子　

選

どこで切ってきたの？ うさぎさん

今
月
か
ら
ス
タ
�
ト
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あらと保育園

つぶ
やき

つぶ
やき Ａくん「ぼく、髪きってきたよ！」

Ｂちゃん「わたしも、わたしも。

　　　　わたし、山形のパン屋さ

　　　　んで髪きってきたよ！」

せんせい「えっ、パン屋さん…？

　　　　あーパーマ屋さんのこと

　　　　ね。」

空に出ている月を見て、男の子が自

分のつくったブロックの鉄砲で「バ

ーン」と打ちました。それを見てい

たＣくん

Ｃくん「うさぎちゃんが泣いちゃう

　　　よ～」

とってもやさしいＣくんでした。

く
ら
し
の
せ
ん
き
�
講
座

今
月
�
�
�
��
明
�
�
選
挙
�

�

皆
�
�
�
白
鷹
町
明
�
�
選
挙

推
進
協
議
会
�
�
�
団
体
�
�
存

知
�
�
�
�
�
�
明
�
�
選
挙
推

進
協
議
会
�
�
�
各
自
治
体
�
�

�
�
�
�
設
置
�
�
�
�
�
明
�

�
選
挙
�
誰
�
�
邪
魔
�
�
�
�
�

自
分
�
考
�
�
投
票
�
�
選
挙
�

�
�
�
�
実
現
�
目
指
�
�
�
�

�
�
�
団
体
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
着
�
人
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
配
�
�
�
�
呼
�
�
�
�

行
�
�
�
�
姿
�
見
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

姿
�
�
�
明
�
�
選
挙
推
進
協
議

会
�
�
活
動
�
姿
�
一
�
�
�
�

�
�

�
明
る
い
選
挙
�
て
大
切
な
の
？
�

�

少
�
�
�
今
�
暮
�
�
�
良
�

�
�
�
�
誰
�
�
日
常
生
活
�
中

�
�
�
感
�
�
�
�
�
�
�
�
思

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

願
�
�
実
現
�
�
�
�
�
�
税
金

�
納
�
�
�
�
使
�
�
�
�
地
域

�
長�
知
事
�
町
長
�
�
�
�
議
員

�
�
�
�
�
�
�
��
代
表
者
�
�

通
�
�
決
定
�
�
�
�
�
�
�
�
�

言
�
換
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
生
活
�
将
来
�
選
挙
�
選
�
�

�
�
�
�
�
�
�
代
表
者
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
選

挙
�
�
生
活
�
直
接
関
�
�
�
�

�
非
常
�
大
切
�
�
�
�
言
�
�

�
�

�

投
票
�
�
人
全
員
�
意
思
�
正

�
�
伝
�
�
�
�
�
�
真
��
�
�

�
�
�
�
代
表
者
�
�
�
�
認
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
買
収
�供

応
�
�
�
不
正
�
惑
�
�
�
�
選

挙
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

誰
�
�
邪
魔
�
�
�
�
�
自
分

�
考
�
�
投
票
�
�
�
選
挙
�
�

�
�
�
明
�
�
選
挙
�
�
実
現
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
願
�
�

実
現
�
�
�
�
第
一
歩
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

白
鷹
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

事
務
局
�
☎
85

－

６
１
２
０
�

明るい選挙の

イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」
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雨
量
�
�
�
�
散
策

 

�
�
�
�
�
�
�
�
案
内

　

春
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
ス
キ

ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

天
気
が
良
け
れ
ば
、
町
が
一
望

で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
蔵
王
、

朝
日
の
山
々
が
一
望
で
き
ま
す
。

レ
ー
ダ
ー
ま
で
は
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
で
移
動
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
14
日
（
日
）

▼
集
合　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
参
加
費　

２
０
０
０
円

▼
定
員　

10
人

▼
持
ち
物　

ス
キ
ー
用
具
、
弁
当

な
ど

▼
そ
の
他　

体
力
に
自
信
の
な
い

か
た
、
ス
キ
ー
で
急
停
止
の
で
き

な
い
か
た
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
ス
キ
ー

連
盟
事
務
局　

大
木
ま
で
（
役
場

内
・
☎
85

－

６
１
２
３
）

 

異
常
�
�
�
�
�
�
届
出
�

 

高
病
原
性
鳥
�
�
�
�
�
�
�

　

今
年
１
月
に
わ
が
国
で
は
79
年

ぶ
り
に
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
。
鴨
な
ど
の
渡
り
鳥
が
持
ち

込
む
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
さ
れ
、

伝
染
力
の
非
常
に
強
い
悪
性
の
家

畜
伝
染
病
で
す
。

　

飼
養
し
て
い
る
ニ
ワ
ト
リ
、
チ

ャ
ボ
な
ど
の
家
き
ん
類
の
健
康
観

察
を
入
念
に
行
い
、
異
常
が
あ
れ

ば
す
ぐ
に
届
け
出
て
役
所
の
検
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
感
染
し
た
鳥
な
ど
に
近

距
離
で
接
触
し
た
場
合
に
人
に
感

染
す
る
事
例
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す

が
、
食
品
と
し
て
卵
、
肉
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
人
が
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
例
は
世
界

的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

■
連
絡
先　

置
賜
家
畜
保
健
衛
生

所
（
☎
０
２
３
８

－

43

－

３
２
１

７
）
ま
た
は
役
場
総
務
課
消
防
交

通
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）

 

紅
花
�
花
咲
�
�
隊
�

 

参
加
者
�
募
集
�
�
�

　

初
夏
を
紅
花
で
観
光
と
交
流
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

町
の
玄
関
口
国
道
３
４
８
号
線
か

ら
荒
砥
ま
で
を
紅
花
で
彩
り
、
新

し
い
地
域
型
観
光
を
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
対
象
地
域
は
、

滝
野
、
萩
野
、
十
王
地
区
の
主
に

国
道
沿
い
や
県
道
か
ら
見
え
る
場

所
で
す
。
町
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
、

美
し
い
紅
花
を
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
た
い
考
え
で
す
。
こ
の

紅
花
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

参
加
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
花
咲

か
せ
隊
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

３
月
26
日
（
金
）

ま
で
（
な
お
、
こ
の
期
間
以
後
も

随
時
募
集
し
ま
す
）

▼
活
動
期
間　

４
月
〜
９
月

▼
活
動
場
所　

基
本
的
に
国
道
３

４
８
号
線
沿
線
で
の
活
動
に
な
り

ま
す
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

商
工

観
光
課
観
光
係
（
☎
85

－

６
１
３

６
）
ま
た
は
白
鷹
町
観
光
協
会

（
☎
86

－

０
０
８
６
）

 

�
�
�
�
�
工
房
再
生
品
�

 

提
供
�
�
�
�

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

は
、
多
く
の
自
転
車
や
家
具
が
粗

大
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
併
設
の
「
く
り
え
い
と

工
房
」
で
修
理
再
生
さ
れ
、
希
望

す
る
か
た
に
無
償
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
再
生
品
を
直
接
ご
覧
に
な

っ
て
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
回
（
４
・
５
月
期
）

・
展
示
期
間　

４
月
１
日
（
木
）

　

〜
５
月
15
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

５
月
18
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜

・
引
渡
期
限　

５
月
29
日
（
土
）

▼
第
２
回
（
６
・
７
月
期
）

・
展
示
期
間　

６
月
１
日
（
火
）

　

〜
７
月
17
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

７
月
21
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜

・
引
渡
期
限　

７
月
31
日
（
土
）

▼
第
１
回
（
８
・
９
月
期
）

・
展
示
期
間　

８
月
３
日
（
火
）

　

〜
９
月
４
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

９
月
８
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜

・
引
渡
期
限　

９
月
18
日
（
土
）

▼
第
１
回
（
10
・
11
・
12
月
期
）

・
展
示
期
間　

10
月
１
日
（
金
）

　

〜
12
月
４
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

12
月
７
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜

・
引
渡
期
限　

12
月
18
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ　

千
代
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
第
二
係
（
☎
０

２
３
８

－

57

－

４
０
０
４
）

 

�
米
�
生
産
者
�
皆
�
�
�

米
穀
取
扱
事
業
は
�
登
録
制
�
か
ら

�
届
出
制
�
へ

　

平
成
16
年
４
月
１
日
よ
り
、
年

間
精
米
20
㌧
以
上
の
米
穀
の
出
荷

ま
た
は
販
売
の
事
業
を
行
お
う
と

す
る
か
た
は
、
事
業
開
始
前
に
農

林
水
産
大
臣
へ
開
始
届
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
平
成

16
年
４
月
１
日
現
在
、
現
行
食
糧

法
に
基
づ
く
計
画
外
流
通
米
の
み

を
取
り
扱
っ
て
い
る
か
た
は
、
４

月
末
ま
で
に
届
出
が
必
要
で
す
。
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な
お
、
出
荷
取
扱
業
・
卸
業
・

小
売
業
の
登
録
を
し
て
い
る
か
た

は
、
届
出
業
者
と
み
な
し
ま
す
の

で
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
農
政
事
務

所
地
域
第
三
課
（
☎
０
２
３
８

－

43

－

４
２
１
０
）

�
日
本
語
中
級
教
室
�

 

受
講
�
�
案
内

　

置
賜
地
域
の
各
市
町
の
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
連
携
し
た

「
置
賜
日
本
語
教
室
」
で
は
、
読

み
書
き
の
基
礎
能
力
や
自
然
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
習
得

を
目
指
す
「
日
本
語
中
級
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
受
講
対
象
者　

日
本
語
の
初
級

教
室
修
了
ま
た
は
日
常
会
話
が
で

き
か
た
で
、
継
続
し
て
受
講
で
き

る
か
た

▼
い
つ　

４
月
６
日
（
火
）
〜
12

月
14
日
（
火
）
ま
で
の
毎
週
火
曜

日
、
夜
７
時
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

高
畠
町
糠
野
目
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

５
０
０
０
円
（
こ
の

ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
企
画
振
興
課
（
☎
０
２
３

８
－

26

－

６
０
１
９
）

 

�
�
�
�
�
�
�
�

 

学
生
就
職
�
�
�
�
�

▼
い
つ
・
ど
こ
で

・
東
京
会
場　

４
月
21
日
（
水
）

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

・
山
形
会
場　

４
月
27
日
（
火
）

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

・
米
沢
会
場　

５
月
14
日
（
金
）

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
米
沢

▼
時
間　

昼
12
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

▼
対
象

①
平
成
17
年
３
月
に
卒
業
予
定
の

大
学
・
短
大
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
な
ど
の
学
生

②
平
成
16
年
３
月
に
大
学
・
短
大

・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
な

ど
を
卒
業
し
た
か
た

お詫び

　先に、日本赤十字社山形県支部米沢市地
区において、臨時職員による社費横領事件
が発生したことは、誠に遺憾に存じており、
これまで積み上げてまいりました県民の皆
様との信頼関係を失墜いたし、誠に申し訳
なく、心からお詫び申し上げます。
　皆様からご協力いただきました社費は、
赤十字に課せられた使命を達成するための
貴重な財源であり、絶対あってはならない
ことは申すまでもございません。
　今後、このような事件が二度と起こらな
いよう市町村（地区・分区）といっそう連
携を図りながら、日常業務の適正な運営と
再発防止対策を徹底し、一日も早い信頼回
復に努めてまいりますので、よろしくご支
援、ご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
■日本赤十字社山形県支部

第
26
回
白
鷹
町
民
卓
球
大
会

２
／
１　

中
央
公
民
館
大
ホ
�
ル

▼
団
体
戦

１
位　

荒
砥

２
位　

蚕
桑

３
位　

十
王
・
鷹
山

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

１
位　

菅
原
謙
一
（
荒
砥
）

２
位　

佐
藤
一
浩
（
蚕
桑
）

３
位　

山
口
良
浩
（
荒
砥
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

横
山
清
子
（
荒
砥
）

２
位　

柴
田
美
恵
子
（
十
王
）

３
位　

須
貝
春
菜
（
西
中
）

▼
中
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

小
川
直
也
（
東
中
）

２
位　

工
藤
由
史
（
東
中
）

３
位　

加
藤
潤
一
（
東
中
）

▼
中
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

須
貝
春
菜
（
西
中
）

２
位　

照
井
幸
恵
（
西
中
）

３
位　

遠
藤
夕
貴
（
西
中
）

▼
小
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

川
村
将
洋
（
荒
砥
小
）

２
位　

芳
賀　

啓
（
鮎
貝
小
）

３
位　

高
橋
恭
太
（
荒
砥
小
）

▼
小
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

山
口
綾
菜
（
荒
砥
小
）

２
位　

加
藤
江
莉
香
（
荒
砥
小
）

▼
ラ
�
ジ
ボ
�
ル
男
子

１
位　

吉
田
武
人
（
荒
砥
）

２
位　

川
井
良
一
（
東
根
）

３
位　

菅　

辰
弥
（
荒
砥
）

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

古
瀬
敏
弘
・
中
川
春
彦

（
蚕
桑
）

２
位　

伊
藤
祐
介
・
山
口
顕（東

中
）

３
位　

山
口
良
浩
（
荒
砥
）

　
　
　

青
木
美
津
男
（
東
根
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

柴
田
美
恵
子
（
十
王
）

　
　
　

横
山
清
子
（
荒
砥
）

２
位　

須
貝
春
菜
・
児
玉
夏
希

（
西
中
）

３
位　

遠
藤
夕
貴
・
中
川
麻
美

（
西
中
）

▼
混
合
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

高
橋
隆
之
・
横
山
清
子

（
荒
砥
）

２
位　

佐
藤
一
浩
（
蚕
桑
）

　
　
　

照
井
幸
恵
（
西
中
）

３
位　

小
川
五
郎
（
鷹
山
）

　
　
　

柴
田
美
恵
子
（
十
王
）

▼
親
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

加
藤
秀
人
・
江
莉
香（荒

砥
）

２
位　

高
橋
隆
之
・
恭
太（

荒
砥
）

３
位　

山
口
良
浩
・
綾
菜（

荒
砥
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
雇
用
労

政
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２

３
７
５
）

 

社
交
�
�
�
�
�
�
�

�
空
�
会
員
募
集

▼
い
つ　

毎
週
土
曜
日
、
夜
７
時

30
分
〜
９
時
15
分

▼
ど
こ
で　

長
井
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

▼
会
費　

月
３
０
０
０
円

▼
講
師　

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｋ
Ｏ　

安
孫
子
勉
先
生
（
月
２

回
）

▼
申
込
し
め
き
り　

３
月
25
日

（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

梅
津
し

げ
（
☎
85

－

５
９
３
３
）
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２
月
か
ら
３
月
に
移
る
と
、
体

に
感
じ
る
気
温
が
春
へ
向
け
て
の

暖
か
さ
を
感
じ
る
。
降
雪
も
時
折

あ
る
が
、
地
表
の
暖
か
さ
に
よ
り

融
雪
が
早
い
。

　

家
の
地
続
き
の
畑
は
、
ま
だ
ま

だ
深
い
雪
の
中
に
あ
る
。
畑
に
は
、

昨
年
暮
れ
、
大
根
、
ね
ぎ
な
ど
を

保
存
用
と
し
て
移
植
し
た
分
と
そ

の
ま
ま
収
穫
し
な
い
で
残
し
て
い

る
分
が
あ
る
。
日
当
た
り
が
悪
い

せ
い
か
、
50
㌢
あ
る
雪
の
厚
さ
を

取
り
除
き
、
大
根
を
引
き
抜
き
、

ね
ぎ
を
採
っ
た
。
大
根
を
お
ろ
し
、

そ
の
ま
ま
食
し
た
が
、
本
当
に
み

ず
み
ず
し
く
甘
い
。
ま
た
、
そ
の

日
、
知
人
か
ら
摘
み
た
て
の
〝
ふ

き
の
と
う
〞
を
少
々
い
た
だ
い
た
。

味
噌
汁
に
ち
ら
し
、
そ
れ
に
天
ぷ

ら
と
し
て
夜
の
食
卓
に
並
ん
だ
。

い
つ
も
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
ふ

き
の
と
う
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る

〝
春
予
感
〞
の
味
の
訪
れ
で
あ
る
。

　

そ
の
日
は
、
町
民
の
か
た
が
た

と
お
互
い
健
康
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
一
日
で
あ
っ
た
。
一
つ

は
、
健
康
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
通
し
て
で
あ
る
。
こ
の
た
び
町

で
は
、
町
民
の
健
康
を
増
進
す
る

た
め
の
計
画
を
策
定
し
た
。
計
画

名
は
「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か

21
」。町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
手

づ
く
り
の
計
画
で
あ
る
。「
一
人
で

が
ん
ば
る
健
康
づ
く
り
か
ら
、
み

ん
な
で
楽
し
く
で
き
る
健
康
づ
く

り
へ
」「
ど
ん
な
状
況
の
人
で
も

生
き
が
い
を
持
て
る
健
康
と
は
」

「
子
ど
も
の
時
期
、
働
き
盛
り
の

時
期
、
高
齢
期
各
々
の
健
康
づ
く

り
は
」
な
ど
。
そ
し
て
、
目
標
値

を
設
定
し
、
そ
れ
に
向
け
て
実
践

す
る
。
特
徴
は
、
町
民
、
専
門
家
、

行
政
の
協
力
（
ワ
ー
ク
）
に
よ
っ

て
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
後
、
実
践
が
課
題
と
な
る
。

　

二
つ
は
、
同
じ
日
、
Ｏ
氏
の
体

育
指
導
に
関
し
て
の
全
国
表
彰
の

祝
い
の
席
で
で
あ
る
。
氏
は
、
30

年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
指
導
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
情
熱
や
人
づ
く

り
に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。
そ

の
結
果
、
多
く
の
町
民
の
心
身
の

健
康
が
形
成
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
そ
の
席
で
「
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
」
の
演
舞
が
あ
っ
た
。
数

十
人
の
会
で
、
設
立
し
て
ま
だ
間

も
な
い
と
い
う
。
迫
力
あ
る
動
き

で
玉
の
汗
が
見
え
る
。
人
の
動
き

の
美
し
さ
を
見
る
と
と
も
に
、「
健

康
」
を
人
に
訴
え
る
。
当
然
で
は

あ
る
が
、
わ
た
し
な
ど
は
到
底
つ

い
て
い
け
な
い
早
い
動
き
だ
。
取

り
組
み
始
め
た
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
今
が
あ
る
。

　

健
康
づ
く
り
。
こ
れ
こ
そ
人
び

と
の
、
お
互
い
の
明
る
い
前
向
き

な
協
働
の
中
か
ら
つ
く
り
上
げ
ら

れ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
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月
23
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協
力
�
�
願
�
�
�
�
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�
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●1月23日 ▼2月22日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

高　玉　髙　橋　　茂　　66

荒砥甲　紺　野　き　よ　71

畔　藤　小　形　吉　弥　84

下　山　奥　山　ち　ゑ　92

高　玉　児　玉　　竹　　58

黒　鴨　横　沢　三　郎　80

横田尻　馬　場　博　一　57

深　山　皆　川　達　雄　83

佐野原　竹　田　鉄　夫　57

高　玉　影　山　文　次　81

横田尻　田　勢　し　う　94

畔　藤　安　達　道　子　64

中　山　髙　田　はつゑ　89

浅　立　押　野　長　次　89

鮎　貝　井　上　と　も　78

高　玉　髙　橋　た　つ　87

荒砥甲　山　口　み　つ　94

高　玉　佐　藤　な　べ　90

高　岡　樋　口　　弘　　74

横田尻　金　田　きよの　92

No.892
2004-3

-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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�
健
康
�
�
�
�

�
�
�
一
日

�

�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

横田尻 金田 　聡 千
ち

　咲
さき

純　子

深　山 羽田 大　輔 七
なな

　斗
と

智恵美

菖　蒲 小松 昌　宏 琉
りゅう

　真
ま

恵　実

鮎　貝 髙石 由　唯 舞
ま

　乙
お

恵　美

十　王 髙屋 和　行 裕
ゆう

太
た

郎
ろう

千　佳

横田尻 小林 真　人 颯
そう

　葉
は

恭　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（　菅　　徳　幸　　山　口
西　尾　芳　子　　尾花沢市


